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平成２０年度 第３回 大垣市都市計画審議会会議録 
 
 
 
 平成２０年度第３回大垣市都市計画審議会を、平成２０年１１月６日（木）

市役所３階合同委員会室において開催した。 

 その次第は、次のとおりである。 

 
 
議 題   １ 大垣都市計画下水道の変更について 
 

２ 大垣市景観計画（素案）について 
 
 
 
 
本日の委員の出欠席は、次のとおりである。 
 
出席委員 

黒川会長、藤垣副会長、車戸委員、三輪委員、笹田委員、石田委員、 

岩井哲二委員、長澤委員、田仲委員、羽賀委員、丸田委員、 

熊崎委員、髙木委員 

 
欠席委員 

岩井豊太郎委員、鶴田委員 
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本日の会議出席者は、次のとおりである。 

 
 

都市計画部長   近藤 茂 

都市計画課長   安田 浩二 

下 水 道 課 長   土屋 雅敏 

治 水 課 長   今津 隆行 

下水道課長補佐   増田 裕 

都市計画課係長   真鍋 和生 

都市計画課係長   奥田 卓己 

都市計画課係長   河瀬 良康 

都市計画課主査   三宅 忠 

 
本日の書記は、次のとおりである。 
 

都市計画課主任   森井 信悟 

都市計画課主事   細田 新二 

 
 
 

（開会時刻 午前１０時００分） 

2 
 



 
事務局             おはようございます。 定刻より少し早いですが、皆様がおそろいで 
（都市計画課長） ございますので、早速始めさせていただいて、よろしゅうございます

でしょうか。 

   本日、ご出席くださいまして、ありがとうございます。 

ただいまから第３回の大垣市都市計画審議会を開催させていただき

たいと存じます。私は都市計画課長の安田でございます。よろしくお願

いいたします。 

それでは、まず初めに、本日は、岩井豊太郎委員さん、鶴田佳子委員さんの

お二人が御都合によりご欠席でございます。委員さんの2分の1以上のご出

席をいただいているということで、条例の規定に基づきまして、会議が

成立いたしておりますことをご報告申しあげます。 

会議に先立ちまして、諮問者でございます市長に代わりまして都市計

画部長の近藤が、ごあいさつ申し上げます。 

 

事務局       皆様、改めましておはようございます。 

（都市計画部長）  本日は早朝より大変お忙しいところ大垣市都市計画審議会にご出席を

賜りましてありがとうございます。また、日ごろより本市の都市計画行

政をはじめ市政全般にわたりましてご支援、ご協力を賜っておりますこ

とに対しまして厚く御礼を申し上げるところでございます。 

                    さて、本市は３月に「第５次総合計画」を策定いたしました。「水と

緑の文化・産業・情報・交流都市」を将来都市像として各種施策に取り

組んでいるところでございます。また、都市計画の分野につきましては、

都市計画マスタープラン等の見直しの中で、適正な土地利用、都市施設

の整備方針等、検討を進めているところでございます。 

          本日、皆様方には、『安全で環境にやさしいまちづくり』五次総のひ

とつの柱でございますが、これのため、浸水防除を目的としました大垣

市公共下水道全体計画の雨水計画見直しに伴います雨水ポンプ場の新

規追加などの大垣市都市計画下水道の変更につきましてご審議いただ

き、また、もうひとつの五次総の柱であります『快適で機能的なまちづ

くり』のため、市が積極的に景観まちづくりに取り組み、市民・事業者

との協働により、その実現に推進することを目的としました「大垣市景

観計画（素案）」につきまして、１０月２７日に開催させていただきま

した第２回大垣市都市計画審議会に引き続きまして、再度ご審議いただ

くことになっております。どうぞよろしくお願いを申しあげます。 

          委員の皆さま方には、今後とも都市計画行政にご支援、ご協力を賜り

ますようお願い申し上げまして、あいさつとさせていただきます。よろ

しくお願いいたします。 
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事務局       それでは、早速でございますが、審議会設置条例第６条第２項の規定 

（都市計画課長） によりまして、会長が審議会の議長ということで、お願いしたいと思い 

ます。 

          なお最初にお断り申し上げますが、第１号議案終了後に議案内容の関

係その他で、説明職員の事前の退出をお許しいただきたいと存じます。

よろしくお願いいたします。 

 

黒川会長      みなさん、おはようございます。先週に引き続きまして、大変お忙し

い中、ご苦労様でございます。それでは、早速でございますが議事を進

行させていただきたいと思います。 

          その前に、本日の審議会におきまして、１名の方の傍聴希望者がございま

すが、この件につきまして、可としてよろしいでしょうか。 

           

         （「異議なし」との声あり） 

     

黒川会長      ありがとうございます。それでは、審議会の傍聴につきまして許可 

いたしたいと存じます。 

 続きまして、本日の会議録署名者でございますが、三輪雅務委員さん

と、羽賀豊委員さんのお二人にお願い申しあげたいと存じます。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 それでは、本日の議案の審議に入りたいと存じます。本日は先ほどの

部長さんのごあいさつにもございましたが、全部で２件の議案がござい

ます。 

第１号議案といたしまして、平成２０年１１月６日付け２０都第３５ 

５号で諮問がございました「大垣都市計画下水道の変更について」を議

題といたしたいと存じます。この件につきまして事務局から説明をお願

いいたします。 

 

事務局       おはようございます。本日はご苦労様でございます。下水道課長の土

（下水道課長）  屋でございます。よろしくお願い申し上げます。 

 それでは早速でございますが、第１号議案でございます｢大垣都市計

画下水道の変更｣につきまして、ご説明をさせて頂きます。 

 お手元の資料２ページをご覧頂きたいと存じます。これにつきまして

は今回、審議会への諮問書でございます。 
 おそれいりますが、次のページをお開き願いたいと存じます。３ペー

ジから４ページに渡りまして、大垣都市計画下水道といたしまして、決

定いたしたい事項でございます。内容につきましては資料６ページ以降

の参考資料、新旧対照計画書によりまして、後ほどご説明をさせて頂き

ます。 
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          次のページをお開き願います。今回のこの変更の理由につきまして、

簡単にご説明させて頂きます。 

                  ご承知のとおり、大垣市の公共下水道は、公共水域の水質保全並びに

生活環境の改善、浸水の防除を目的といたしまして、昭和33年3月に大

垣地区の市街地中心部を対象とする公共下水道の都市計画決定を行っ

たところでございます。その後、市街化区域の拡張等に合わせまして、

計画区域を数次に渡りまして拡張変更を重ねてきたところでございま

す。 

                 平成１８年３月でございますが、ご承知のとおり、旧墨俣町と旧上石

津町との１市２町によります合併に伴いまして、大垣市公共下水道のほ

か、特定環境保全事業あるいは農業集落排水事業などの多様な汚水処理

事業と連携をさせまして、更なる下水道の普及に努めておるところでご

ざいます。 

          近年、都市計画によります土地利用の誘導等によりまして宅地化がど

んどん進行し、水田等の湛水能力の低下、または舗装面等の増加により

まして、雨水の流出量の増加、それから、最近マスコミでも色々と取り

沙汰されております気象変化に伴います降雨量の増加など様々な要因

によりまして市民生活に多大な影響をもたらす内水によります浸水被

害が多発しているというのが、現状でございます。 

          このため、平成１７年度には水害から市民の皆様の生命と財産を守り、

明るく豊かな住みよい都市づくりを目指しまして、大垣地域全域におけ

ます総合的な治水方針を示します「大垣市排水基本計画」の見直しを行

ったところでございます。したがいまして、新たな治水計画を策定いた

したところでございます。 

この見直し計画では既存の吐口の位置及び排水区域や在来水路の流

下方向等、現況排水系統との整合を図っていくということで、排水区や

排水路の位置等について旧計画とは大きく内容を変更させていただく

ということでございます。 

          この「大垣市排水基本計画」の策定に伴いまして、都市部での浸水防

除を目的の一つとしました大垣市公共下水道全体計画の雨水計画の見

直しを行うと共に、市町の合併を踏まえまして、旧墨俣町が策定いたし

ておりました墨俣町公共下水道計画を大垣市公共下水道計画に統合し、

墨俣処理区として位置付けるなど、新たな公共下水道全体計画の策定を

行ったところでございます。 

          今回、上位計画でございます公共下水道全体計画の見直しに合わせま

して、大垣都市計画下水道に墨俣処理区を追加統合するということでご

ざいます。これによりまして、内水排除能力の強化に向けまして雨水ポ

ンプ場を追加し、さらなる浸水防除を図る計画といたしたいものでござ

います。 
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 また、笠木ポンプ場でございますが、これは、先般らい用地取得に伴

います、用地取得は終わったわけでございますが、地積の測量、確定測

量と申しますが、その結果を踏まえまして、敷地面積の修正を今回行う

ことでございます。 

          さらに併せまして、平成１３年４月に国の技術的助言として示されま

した都市計画運用指針により、都市計画決定を要する幹線管渠の下水排

除面積を１,０００ヘクタール程度以上とする事が示されました。従来

は、その幹線というものは、１００ヘクタール以上のものが都市計画決

定の対象となっておりましたが、今申しました都市計画運用指針の変更

によりまして、１，０００ヘクタール未満の排水区域面積を担っており

ます幹線につきましては、廃止をさせていただくということでございま

す。 

          次ページをご覧いただきたいと思います。ここからは新旧対照計画書

でございます。 

          さらにもう１ページお開き願いたいと存じます。新旧対照表でござい

ますが、左が新計画、右が今までの計画になっております。この項目に

沿ってご説明させて頂きます。 

          １番といたしまして、下水道の名称でございますが、「大垣市公共下

水道」に統合をさせていただくものでございます。 

          次に排水区域は従前、大垣処理区と平町処理区であったわけでござい

ますが、墨俣処理区を加えさせていただくということでございます。各

処理区の面積等につきましては変更ございません。 

          次のページをお願いいたします。下水管渠は旧の計画でございますが、

受益面積と申しますか、排水を受け持つ面積でございますが、１００ヘ

クタールから１,０００ヘクタール以上の排水区域面積を担う幹線に変

更致したということでございます。 

（イ）の汚水につきましてでございますが、大垣市決定の１７幹線、墨

俣町時代に決定いたしておりました１幹線、合計１８幹線から大垣処理

区では４幹線、墨俣処理区は１幹線の合計５幹線といたすものでござい

ます。なお、汚水１号、２７号幹線、図面を添付させていただいており

ますが、この２つの幹線につきましては幹線の終点を１,０００ヘクタ

ール以上の排水区域面積を担う所からと致しておりますので、位置を変

更させていただくということでございます。 

（ロ）でございますが、雨水につきましては、従前の大垣処理区のみの

１０幹線から今回、１,０００ヘクタール以上の排水区域面積というこ

とで、すべてが今回削除となるものでございます。 

          １ページ飛ばして頂きまして、１０ページをご覧いただきたいと存じ

ます。その他の施設でございますが、処理場は大垣市浄化センターと墨

俣浄化センターの２つでございまして、こちらは名称等を含め、変更は

ございません。 

6 
 



 

本今ポンプ場は汚水ポンプ場でございまして、こちらも変更はござい

ません。世安、林、両ポンプ場でございますが、これは雨水ポンプ場で

ございまして、同じく内容等につきましては、変更はございません。 

          先ほどご近藤部長が説明しました、鶴見ポンプ場が今回、新たに計画

させていただきたい雨水ポンプ場でございます。位置につきましては長

沢町４丁目地内、敷地面積でございますが約８００平方メートル。 

          笠木ポンプ場も雨水ポンプ場でございまして、地積測量によりまして、

旧の計画での敷地面積約３,１４０平方メートルから、確定いたしました

約２,９２０平方メートルに変更させていただくものでございます。 

          次のページをお願いいたします。旧墨俣町が決定いたしました都市計

画下水道でございます。 

          引き続きまして、１２ページをお開き願いたいと思います。図面が見

にくく恐縮でございますが、こちらは雨水の総括図でございまして、下

の凡例にございますとおり、黒色線で表しておりますところが変更なし

ということでございます。黄色の線でございますが、変更前でございま

して、この図面上では旧計画での幹線のみの表示をさせていただいてい

るということでございます。赤色の線でございますが、これが今回変更

箇所でございまして、新規に建設予定であります鶴見ポンプ場とそれか

ら笠木ポンプ場を表示させていただいておるということでございます。 

          続きまして、１４ページをお開き願いたいと存じます。こちらが今回、

新規に都市計画決定を行います鶴見ポンプ場の位置を示した計画図で

ございます。場所は先ほど申しました長沢町４丁目地内ということでご

ざいます。具体的にご説明いたしますと、平和堂アルプラザ鶴見の南側

でございますが、一級河川 中之江川に面しました西側に位置する場所

でございまして、敷地面積は約８００平方メートル。 

          ここで鶴見ポンプ場の計画概要につきまして簡単にご説明させて頂

きます。鶴見町および緑園地区、面積にいたしまして約４５ヘクタール

程ございますが、この地区の内水排除は現在、平和堂アルプラザ鶴見の

南側にございます毎秒２トンの排水能力を持ちました排水機によりま

して、内水排除を行っております。先程もご説明しましたが、近年、宅

地化が進み、田畑等の湛水能力の低下、舗装面等の増加ということで、

雨水の流出量の増加、それから異常気象に伴います降雨量の増加、ゲリ

ラ豪雨などというようなマスコミでの表現もございますが、こういった

ことで、浸水被害が市内で発生しているということでございます。当地

区も例外ではなく、皆様方ご記憶にも新しいと存じますが、平成１６年

の台風２３号では、この地区で約１．８ヘクタール程の区域が内水によ

りまして浸水いたしております。今回、計画しております排水能力毎秒

２．１トンの新鶴見ポンプ場を建設いたしまして、既設の排水機場と併

せまして合計毎秒４．１トンの排水能力を確保すれば、先ほど言いまし
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た平成１６年の台風２３号程度の雨では内水によります浸水被害が解

消できるという計画で進めているところでございます。 

          おそれいりますが、１３ページに戻って頂きまして、こちらは汚水の 
総括図となっております。凡例は雨水と同じでございまして、赤色線で

表示してございます汚水１号幹線と２７号幹線の終点位置が変更とな

っております。少し専門的になりまして恐縮でございますが、表記の仕

方が少し変わるということだけでございます。 

          以上が今回の計画の内容でございます。 

          次に現在までの経過及び今後の予定についてご報告させて頂きます。

本案件につきましては、市民の皆様方への周知及び意見を求めるという

ことで、９月２４日に説明会を実施させていただきました。先月１０月

１６日から同月３０日までの２週間でございますが、都市計画法に基づ

く計画案の縦覧を併せて行わさせていただきました。縦覧結果といたし

ましては、縦覧者は４名おみえになりまして、意見書の提出はございま

せんでした。 

          なお、この計画変更につきましては、大垣市の決定事項でございます。

今後の手続きと致しましては、当審議会でご了承頂けました後には、市

で都市計画の変更の告示を行わさせていただき、県知事へ図書の提出を

行う予定でございます。 

          以上で第１号議案のご説明を終わらさせて頂きます。よろしくご審議

賜りますようお願い申し上げます。以上でございます。 

 

黒川会長      ありがとうございました。 

          ただいま、事務局から第１号議案につきまして説明がございましたが、

この件に関しまして、ご意見、ご質問がございましたら、ご発言願いま

す。 

 

長澤委員      長沢町のポンプ場をなぜ鶴見ポンプ場と言うのですか。他は皆場所

の名前が付けてあるが。 

 

事務局       ご指摘のとおり、本来でありますと長沢ポンプ場ということでござ 
（下水道課長）  いますが、既存のポンプ場がすぐ北側に隣接しておりまして、これと

並行して運転管理を行うということでご理解を賜りたいと存じます。 

 

黒川会長      よろしゅうございますか。 

 

長澤委員      はい。 

 

黒川会長      他にいかがでございましょうか。よろしいでしょうか。 
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（発言なし） 

 

黒川会長      ご発言も他にないようですので、原案を適当と認めるに、ご異議ござ

いませんでしょうか。 

 

（「異議なし」との声あり） 

 

黒川会長      ありがとうございました。それでは、原案を適当と認めることといた

します。 

ただいまご審議いただきました議案につきましては、後日、事務局を

通じまして、市長さんに原案を適当と認める旨を答申いたしたいと存じ

ます。どうもありがとうございました。 

 

事務局       次の議案に移ります前に、冒頭お願いいたしました、第１号議案関 
（都市計画課長） 係職員の退室をお許しいただきたいと存じます。お願いたします。 

 

                  （土屋下水道課長、今津治水課長、増田下水道課長補佐 退室） 

 

黒川会長      続きまして、第２号議案といたしまして、平成２０年１０月２７日付

け２０都第３３９号で諮問がございました「大垣市景観計画（素案）に

ついて」を議題といたしたいと存じます。本議案は、平成２０年１０月

２７日、先週でございますが、開催しました第２回大垣市都市計画審議

会にて諮問のあった案件でございます。 

          その日にお願い申し上げましたが、事前に委員の皆様方から意見書を

いただいておりますので、事務局からまずご紹介いただきまして、また

議案についての説明をお願いいたします。どうぞよろしくお願いします。 

 

事務局       失礼いたします。景観整備係長の真鍋と申します。本日は、よろしく 

（都市計画課   お願いいたします。 

 景観整備係長）  前回の審議会におきまして、大垣市景観計画（素案）について概要を

ご説明させていただきまして、計画素案に対するご意見を提出いただき

ますようお願いいたしましたところ、４名の委員様からご意見、ご質問

等を頂戴いたしました。ありがとうございました。 

          それらのご意見、ご質問等を取りまとめさせていただいたものが、お

手元にお配りしております資料となっておりますが、「大垣市景観計画

（素案）に関する意見等・回答」という両面で８ページまでございます

資料でございます。今一度ご確認をお願いしたいと存じます。 

          答申に向けまして、これらの意見を資料の冒頭にございますとおり、

次の区分により整理したいと考えております。 

          意見区分として、まず、【Ａ】は、計画（素案）の修正事項として答
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申するもの。 

 

          【Ｂ】は、計画の推進にあたって、留意すべき意見として答申に付記

するもの。 

          【Ｃ】は、審議会における意見として資料及び会議録に記載し、答申

には反映しないもの。という区分けでございます。 

          また、これから計画素案の該当ページ順に説明してまいりますが、い

くつかのご意見を頂戴しておりますので、まず、意見ナンバー１から９

まで、資料のページ数で申し上げますと、１ページから４ページまでに

つきまして、ご説明、ご回答させていただきまして、ご確認をいただき

たいと存じます。基本的には、頂戴しましたご意見をそのまま資料の方

に記載させていただき、その下に回答を掲載してございます。 

          では、資料の１ページから、ご説明させていただきます。併せまし

て、先般配布させていただいております景観計画（素案）の本篇も見

比べながらお願いできればと思います。 

           

          まず、資料１ページ、ナンバー１、笹田委員様からのご意見でござ

います。 

          該当ページは１ページ、前提条件の整理の（１）景観形成の考え方で

ございます。 
意見としましては、「景観形成の主体者は誰なのでしょうか。市が主

体で市民・事業者が受身的になっているように読み取れる。市民・事業

者及び行政が主体であるならば、文言の修正をされてはいかがか。」と

いうご意見でございまして、記載してあります①趣旨の１行目でござい

ますが、「大垣市が積極的に景観まちづくりに取り組み、市民・事業者

との協働により」となっている部分を、「市民・事業者及び市が協働し、

積極的に景観まちづくりに取組み、」と修正してはとのご意見と、②理

念の中の３つ目の項目でございますが、「市民の意向を十分踏まえ、評

価を得て」となっている部分を「市民が主体となったまちづくり計画を

すすめ」にしてはどうかというご意見でございます。 

          回答と致しまして、①につきましては、ご指摘いただきましたとおり

文章の訂正を行いたいと考えております。 

          ②につきましては、景観法の基本理念の中の記述に沿ったものとなっ

ておりますので、このままでご理解をいただきたいと考えております。 

 

          続きまして、２ページ目、意見ナンバー２、髙木委員様からのご意見

です。資料は６ページから７ページにかけてということでございます。 

          ご意見と致しまして、「良質な地下水、自噴水を持ちながら、ＰＲ不

足、それから施設の整備、設置が十分でない。」ということと、「文中」

とありますが、７ページの本文の中の下から６行目でございます。「西
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濃圏域の中心都市として、風格が失われつつあり、市民が大垣市に誇り

を感じられなくなっています。これにつきまして、早急に対処しないと、

大垣市の衰退に繋がることは必至です。」というご意見でございます。 

          回答と致しましては、いただきましたご意見の趣旨につきましては、

十分理解をさせていただきまして、今後、市の行う整備や事業の参考

とさせていただきたいと考えておりますので、よろしくご了解いただ

きたいと思います。 

 

          続きまして、意見ナンバー３、笹田委員様からのご意見、ご質問でご

ざいます。該当ページは７ページでございます。 

          景観形成の目標でございますが、「『大垣らしい』という表現が出て

参りますが、これは漠然としていて、共通したイメージを持つことが難

しいのではないか、ここでいう『大垣らしい』とは『歴史のあるまち』

ということでしょうか」というご意見、ご質問でございます。 

          回答と致しましては、「大垣らしさ」とここで申し上げておりますの

は、歴史、文化はもとより、産業であるとか、自然、里山、水屋等々多

彩なものでございまして、ひとつの文章で表現することは困難であると

考えて、このような表現にしておりますので、ご理解をいただきたいと

存じます。 

 

          続きましてナンバー４の意見でございます。羽賀委員様からのご意見

です。該当ページは９ページでございます。 

          この本文の中に追加をということで、いただいておりますが、「県民

協働による農地・水・環境保全向上対策や『森林づくり委員会』の活動

の記述を入れる。」ということでございます。 

          回答と致しまして、提案いただきましたご趣旨を踏まえまして、本文

中に記述を入れることを検討させていただきますので、よろしくお願い

をいたしたいと存じます。 

 

          続きまして３ページ目でございます。意見ナンバー５、同じく羽賀委

員様からご意見でございます。該当ページは１０ページでございます。 

          景観計画の中の景観形成方針を実現していくため定める項目という

中で景観農業振興地域整備計画の策定に関する基本的な事項を定める

ことが、これは景観法上可能となっております。このことを踏まえて、

１０ページの項目のひとつとして追加をされてはどうかというご意見

でございます。 

          回答と致しまして、景観計画策定にあたりまして、ご指摘いただいて

おります「景観農業振興地域整備計画の策定に関する事項」について庁

内の関係部局と検討を行いましたが、現段階では具体的な景観農業振興

地域整備計画に関する記載までには至らなかったということでござい
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ます。ですが、今後必要に応じまして、市民等や担当部局との協議を行

いながら、検討をしていきたいと考えておりますので、よろしくお願い

したいと存じます。 

 

          続きまして意見ナンバー６、同じく羽賀委員様からのご意見でござい

ます。該当ページは１３ページでございます。 

          ③田園の情景区域の「方針」の中の記述に追加してはどうかというこ

とで、「方針」の３つ○があります一番下でございます。「農地につい

ては、多面的機能を地域住民全体で理解し、機能や景観の保全に努めま

す。」という表現にしてはどうかということです。 

          回答と致しましては、提案の趣旨を踏まえさせていただきまして、記

述の変更を検討させていただきます。 

 

          同じく意見ナンバー７、羽賀委員様からのご意見でございます。 

          １３ページ下の④の里山の情景区域の「方針」の中の３つ目の○の所

でございますが、「農地については地域住民全体で荒廃を防止し、里山

景観を保全します。」という表記に変えてはどうかということでござい

ます。 

          この回答としましても、提案の趣旨を踏まえさせていただきまして、

記述の変更を検討させていただきます。 

 

          続きまして４ページでございます。意見ナンバー８、髙木委員様から

のご質問でございます。該当ページは１４ページということでいただい

ております。 

          ご意見としまして、「市民一般が景観法について、どれだけの関心と

認知を持っているのだろうか。」ということでございます。 

          回答と致しまして、この計画を策定するにあたりまして、平成１９年

に行いました景観に関する市民アンケートでは、景観形成のための規制

について、６割以上の方が必要もしくはどちらかといえば必要であると

いうように考えているという回答をいただいておりますので、景観につ

いての関心は高いのではないかというように認識をいたしております

ので、よろしくご理解いただきたいと思います。 

 

          続きましてナンバー９、髙木委員様からのご意見でございます。該当

ページは同じく１４ページでございます。１８ページとも関連するとい

うことで記載をいただいておりまして、景観法第１６条の法的効果のこ

とについてでございます。 

           「景観を著しく阻害する案件については、単なる指導勧告にとどま

らず、法の行使がなければ効果が出ないのではないか。」というご意見

でございます。 
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          回答と致しましては、法的な措置を行うことは、今の景観法上可能で

はございますが、まずは景観に対する市民意識の高揚を図ることに重

点を置く意味で、今回の素案では、設計の変更、その他必要な措置を

とることを勧告するということにとどめております。今後、順次必要

に応じて計画の充実を図ってまいりますので、よろしくご理解いただ

きたいと存じます。 

          説明が前後致しましたが、冒頭に説明させていただきました、意見区

分の【Ａ】【Ｂ】【Ｃ】というものがございますが、事務局で考えてお

ります意見の区分けをそれぞれの意見につきまして、ナンバー１であれ

ば【Ａ】、２番、３番は【Ｃ】、４番は【Ａ】、５番は【Ｃ】、６番、

７番は【Ａ】、８番、９番は【Ｃ】、というかたちで考えておりますの

で、併せてご審議を賜りたいと思います。一旦ここで失礼いたします。 

 

黒川会長      ありがとうございました。ただいま、全部で１８点ご意見いただきま

した内の９点目までについて、その内容を紹介していただきますと同時

に【Ａ】【Ｂ】【Ｃ】という３つに区分させていただくという説明がご

ざいましたが、この内容区分につきまして、ご意見をいただきました、

笹田委員さん、羽賀委員さん、髙木委員さんいかがでございましょうか。

ご理解いただければ大変ありがたいと思いますが、よろしゅうございま

すでしょうか。 

 

笹田委員      はい。 

羽賀委員      はい。 

髙木委員      はい。 

 

黒川会長      ありがとうございました。それでは、引き続きまして、ナンバー１０

以降のご意見につきまして、内容区分について、説明をお願いします。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

事務局       引き続きまして、５ページから最後まで、ご説明、ご回答をさせてい 

（都市計画課   ただきます。 

景観整備係長）   

ナンバー１０、笹田委員様からのご意見です。該当ページは２３ペー

ジでございます。 

          この地域は、景観形成の考え方で「住宅地として良好な環境を維持し 

ます」と真ん中の網掛け部分に書いてありますが、交通渋滞、通学路等 

の問題がありますので、本当の意味での良好な住環境形成を行うために 

は、周辺地域も含めて検討が必要であるとのご意見でございます。 

          もう１点、「景観形成重点地域としての住民合意はできているのでし 

ょうか」ということでございます。 
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          ご指摘いただいたご意見につきましては、今後、この地域の景観形成

      を行う上で、当然議論される問題であると考えておりますので、実際の

      地域指定にあたっては、いただきましたご意見のご趣旨を踏まえまして、

      良好な住環境の形成に努めていきたいと考えております。また、地域指

      定にあたりましては、もとより地域の皆様の合意というものが前提でご

      ざいますので、慎重に協議を進めていきたいと考えております。意見区

      分としては【Ｃ】と考えております。 

 

          続きまして意見ナンバー１１、髙木委員様からのご意見です。該当ペ

ージは２４ページです。 

          「ソフトピア周辺は美しい街路樹とアベニューが、かなり良いハーモ

ニーを作っているが、更にどのような手を加えるのでしょうか。」との

ことです。 

          景観形成は創造するだけではなく、その維持を行うことも重要である

と考えておりまして、ソフトピアジャパン地区につきましては、現在の

良好な景観を維持することを地域指定の目標にしたいと考えておりま

すのでよろしくご理解いただきたいと思います。意見区分としては【Ｃ】

ということで考えております。 

 

          続きまして６ページ。意見ナンバー１２、三輪委員様からのご意見で

ございます。該当ページは２５ページでございます。本文の上から６行

目でございます。 

          「『地域住民の合意を得ることが難しい場合を想定して、景観形成モ

デル地域の指定提案制度を設ける』ということが書いてありますが、市

への素案提出時の要件は重点地域と同じ『土地所有者の３分の２以上の

合意』であるということで、これでは、両地域の違いが市の裁量のみと

ならないか」というご意見で、「３分の２以上の合意」ということは、

２６ページの比較表の中で書いてございます。 

          これにつきましてはご指摘いただきましたとおり、景観形成重点地域

につきましては、市から積極的に提案を行っていくものでございますが、

どうしても地域住民に対する制約が多くなります。その点、景観形成モ

デル地域は、地域住民等からの提案によりまして具体的な対象区域であ

るとか行為の制限事項を住民と行政が協働で決定していくものですの

で、そのあたりの違いをご理解いただきたいと考えておりますので、よ

ろしくお願いしたいと存じます。 

 

          続きまして意見ナンバー１３、同じく三輪委員様からのご意見でござ

います。該当ページは２９ページから３２ページにかけての景観遺産の

関係部分でございます。 
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          意見と致しまして、「景観遺産の指定は景観遺産審議会の意見を聞い

て行うということにしておりますが、新しく設置するよりも、現在の

都市景観審議会の構成員の変更を行って、調査審議されるのが妥当で

はないか」というご意見でございます。 

          これにつきましては、大垣市景観遺産審議会は、特に大垣市景観遺産

に関わる決定を行う機関といたしまして、都市景観審議会とは別に、よ

り専門性の高い新たな審議会として設置を検討しておりますので、ご理

解を賜りたいと存じます。意見区分としては【Ｃ】ということで考えて

おります。 

 

          続きまして意見ナンバー１４、髙木委員様からのご意見でございます。

該当ページは３２ページでございます。 

          「大垣市景観遺産審議会の設置はタイムリーだと思います。力のある

存在になればいいのですが。」ということです。 

          これにつきましては、大垣市景観遺産審議会は、文化財や建築、景観

の専門家により構成をしまして、後世に伝承すべき景観を有する建物や

構造物等を総称する「大垣市景観遺産」の保存及び活用に関する専門的

な調査審議を行う組織とするように考えておりますので、ご理解いただ

きたいと存じます。 

 

          続きまして７ページ、意見ナンバー１５でございます。髙木委員様か

らのご意見でございます。該当ページは３３ページになります。 

          違反広告バスターズに関する件ですが、「バスターズへの依存にとど

まらず、有償のパトローラーを使ってでも効果をあげたい。」とのこと

です。 

          市全体の違反広告物除却件数は、違反広告バスターズの制度開始の平

成１６年当時は、年間４，０００件以上ございましたが、現在は１，４

００件程度にまで減少してきております。違反広告物を設置しても直ち

に除却されてしまうという体制ができつつありまして、違反広告物を設

置すること自体が減ってきているという状況でございますので、非常に

効果をあげていると考えておりますので、よろしくご理解いただきたい

と思います。 

 

          続きまして意見ナンバー１６、三輪委員様からのご意見です。該当ペ

ージは３８ページから４０ページにかけての景観遺産ファンドと修景

助成金制度についてでございます。 

          「遺産にこだわらず、（仮称）大垣市景観ファンドという名称で、現

在の助成金制度と一体とし、集中的に景観形成に対する助成を行う事が

良いと考えます。」ということです。 
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          これにつきましては、提案の趣旨を踏まえさせていただきまして、将

来的に制度の統合というものを検討してまいりますので、よろしくご

理解をいただきたいと存じます。 

 

          続きまして意見ナンバー１７、髙木委員様からのご意見でございます。

該当ページは４４ページの③関連計画についてということでございま

す。下から４行目にございます。 

          「上石津の時山区域につきましては、大垣市中にない山紫水明という

ことで、もっと売り出しても良いのでは。」ということでございます。 

          上石津時山地域は景観形成モデル地域の検討対象地域としておりま

して、先人から受け継いできた里山景観を保全し、階段集落からなる特

徴的な里山集落景観というものがございますので、それを維持していく

区域として検討を進めてまいりますので、よろしくご理解をいただきた

いと存じます。 

 

          続きまして８ページでございます。意見ナンバー１８、髙木委員様か

らのご意見です。該当ページは同じく４４ページの関連計画についてと

いうことです。 

          「船町周辺は整備が進み、完成が現実味を帯びてきているということ

で、おはらい町やおかげ横丁を凌駕するような賑わいプラザを作りあげ

てもらいたい。」というご意見です。 

          ご指摘のご意見につきましては、「奥の細道むすびの地周辺整備構想」

についてのものであると思われますので、個々の具体的な整備につきま

しては、今回の景観計画で定めるものではございませんけれども、頂い

たご意見につきましては趣旨等踏まえまして担当課へ伝えさせていた

だきますのでよろしくご理解をいただきたいと存じます。 

 

          大変雑駁な説明と回答でございましたが、よろしくご審議を賜ります

ようお願いします。 

 

黒川会長      ありがとうございました。ただいま、この資料の５ページから８ペー

ジまで、その内容の紹介と意見区分の振り分けについて回答がございま

したが、ご意見をいただきました笹田委員さん、三輪委員さん、髙木委

員さんいかがでございましょうか。よろしゅうございますでしょうか。 

 

笹田委員      はい。 

三輪委員      はい。 

髙木委員      はい。 
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黒川会長      ありがとうございました。それでは、ただいま事前にご意見いただき

ました内容の紹介、それから区分につきまして回答ございましたけれ

ども、ただいまご紹介させていただきましたご意見の他に、本日ご出

席の委員の皆様でご意見ご質問ございましたらご発言いただきたいと

思いますが。 

 

車戸委員      マンセル記号の件ですが、景観計画のルールの内、市全域における行

為の制限対象として色彩は「マンセル表色系により、明度２以上かつ彩

度８未満とする」ということで、無彩色の場合には、ブラックは９にな

るのでしょうか。これは、全体を塗った時はだめなのでしょうけど、ポ

イントで使えば良いですよなど、そこら辺りは何かあるのでしょうか。 

 

事務局       専門家の先生にお話しするのは非常に恐縮でございますが、私どもの

（都市計画課長）  今回お示しさせていただいておりますマンセルの規制範囲につきまし

         ては、おおまかなガイドラインということで、個々の建物はそれぞれ意

         匠の問題、そういった点で製作者の意図というものを十分反映させるべ

         きだと思いますので、そのあたりは、おおまかにこの範囲であれば皆様

         方にご理解いただける景観的な色彩ではないかという程度でございま

         すので、弾力的に運営したいと思います。よろしくお願いしたいと思い

         ます。 

 

車戸委員      届け出の対象がワンランク上がった、厳しくなったということですね。 

 

事務局       はい。 

（都市計画課長） 

 

車戸委員      分かりました。 

 

藤垣委員      １４ページから１６ページの行為制限の関連の道路からの後退につ

いてです。市街化区域におきますと、セットバック４メートルというこ

とがなされている地域が多いと思いますが、気になっているのは、過去

の戦災に遭わなかった旧市街地地域の非常に道路幅員の狭い地域とか、

昔の土地改良事業でその地域全体の道路が３メートル、４メートルとい

うような地域が市街化区域の中に残っています。そういう地域は車の通

行が非常にしにくいという影響がある。例えばロックシティの東側の地

区計画がなされて、道路幅員６メートルというようになっていくような

段取りで地域との協議を進めておられますけれども、そういう地区を広

め、計画の中には入っているので結構ですが、１６ページの「土地の形

質の変更（その他）」の中で、「地区計画や建築協定を定めるように努

める。」となっていますが、「努める」というのは少し弱いので、もっ
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と地元に積極的にアタックするようなかたちでやっていただきたい。そ

のような積極性を持っていただきたい。以前から何とかならないかと気

になっていることで、最近の区画整理を使われた地域とか６メートル道

路で土地改良事業がなされた地域は、それなりの地域として住宅化がな

されているのですが、気になる地域が多々ありますので、これをセット

バック例えば６メートルになってくれば、期間はかかると思いますが、

待避線という効用もありますし、圧迫感も少しでも和らぐのではとおも

いますので、よろしくご検討お願いします。 

 

事務局       景観計画としての規制内容については、先ほどご説明を申しあげた中

（都市計画課長） で、景観法には今後都市計画の手続きをもって、景観地区であるとか具

         体的な地区計画を定めることは可能ではございますが、先ほどのご質問

         やその他の委員の皆様からもございましたように、いきなり「ねばなら

         ない」で進める景観計画ではないという視点で、藤垣委員がおっしゃら 

れた部分についても表現が今「努める」となっておりますのは、地域の

皆様方のご同意を得ながら順次都市計画手法を導入するという視点は

変わっておりませんので、地区計画、建築協定、緑地協定などを使いま

して、景観形成を順次行っていくということで、計画がスタートであっ

て、完成ではございませんので、ご了解いただければと思います。趣旨

は十分存じあげておりますので、ご指導お願いします。 

 

藤垣委員      分かりました。 

 

黒川会長      ありがとうございました。できるだけ多くの委員の皆様にご意見を伺

いたいと思いますが。 

          長澤委員さんいかがでございましょう。 

 

長澤委員      この中に、大垣市が求めている「水と緑のまちづくり」の緑の分野に

ついて、もう少し具体的にこの景観の中へ表現していく必要があるので

はと思ったのですが。 

 

事務局       長澤委員からご質問のあった緑の部分につきましては、それという

（都市計画課長） 「緑」ということでは表現しておりませんが、「田園の情景区域」の中

         では、例えば敷地の緑化を進めるとか、ある程度修景緑化を行うという

         ような、ページでいいますと１５ページ、１６ページ、その他行為制限

         の中にも少しずつ出ておりますので、その部分については、当面こうい

         ったかたちで個々の地域、あるいは個々の景観形成区分ごとに緑につい

         ての考え方を表示しているという程度でお許しいただければと思って

         おります。なお、参考でございますが、緑の基本計画を別途作成して進

          めておりますので、そちらとの連携をはかりながら、景観形成の推進
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          に努めたいと思いますので、ご理解いただければありがたいと思いま

          す。 

 

黒川会長       いかがでございましょうか。よろしゅうございますでしょうか。 

 

長澤委員       はい。 

 

黒川会長       ありがとうございました。順次、個別にお伺いしていきたいと存じ

ておりますので、特にご意見ございませんでしたら、ないと回答して

いただければありがたいと思いますが。岩井哲二委員さんいかがでし

ょうか。 

 

岩井哲二委員     計画見させていただいて、都市は生き物だといつも感じております

ので、そのあたり、ここはこういうように決めているのだから、こう

動かせないのではなく、見直しの期間とか、ある程度期間をとって、

柔軟に対応していただいて、その時その時の大垣にあった景観にして

いただきたいですね。 

 

事務局        岩井委員のおっしゃるとおり、順次計画を成長させていくというこ

（都市計画課長）  とで、基本的な指針を示させていただいております。随時そういった

          時代に合った景観をということを十分留意して進めて参りたいと思

          いますので、よろしくお願いします。 

 

黒川会長       ありがとうございました。それでは石田委員さんございませんでし

ょうか。 

 

石田委員       ございません。 

 

黒川会長       田仲委員さんいかがでございましょうか。 

 

田仲委員       特にはありませんが、私の立場上からいえば、基本的な指針の部分

はいいですが、枝葉末節の部分に入った時に、安全とか安心の部分を

いかに環境都市、その全体の構築の中でどういう風に考えていくかと

いう部分を今後の計画の中に少しでも関心を持っていただいて、組み

入れて頂くという方向性をよろしくお願いしたいと思います。 

 

事務局        田仲委員のおっしゃる通り、具体的な計画実行段階での色々な点で

（都市計画課長）  バスターズにいたしましても安心・安全もからんでおりますし、警察

          にもご協力いただきながらやっておりますので、そういった点、十分

          留意して計画推進に努めて参りますのでよろしくお願いします。 
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黒川会長       ありがとうございました。では丸田委員さんいかがでしょうか。 

 

丸田委員       特にございません。 

 

黒川会長       熊崎委員さんいかがでしょうか。 

 

熊崎委員       特にございません。 

 

笹田委員       資料の３ページのところ、羽賀委員のご意見のところ「景観農業振

興地域整備計画」の策定に関する事項ということで、回答に「現段階

では具体的な景観農業振興地域整備計画に関する記載までには至り

ませんでした」と一応検討されたということですが、具体的にはどの

ような議論があったのか、もう少し詳しく教えていただけますか。 

 

事務局        羽賀委員様からのご意見のご回答のときに庁内検討をした結果と

（都市計画課長）  表現させていただきましたのは、ご承知のように農政部局で今、農振

          地域の変更計画を作っております。それから、今回求められておりま

          す農振の整備計画につきましては、田畑等のいわゆる農業振興地域に

          おける景観形成として、ひとつ例にあげられておりますのは、耕作放

          棄地等をどうするか、例えばそこが荒れることによって、農村景観を

          阻害するというような場合が予想されるというようなかたちで、何ら

          かの施策がないのかという議論をしました。今の時点では、先ほど申

          しました農振整備計画の見直しもございます、それからそういった耕

          作放棄地についての考え方についても、特段こういうかたちでという

          計画が十分煮詰まったものが今の段階ではないということで、今後、

          この計画はこれで終わりで、何年が目標というものではございません。

          順次この内容に付加する都市計画的な手続きとか、項目の追加を考え

          ておりますので、その時点で農業振興地域の計画があれば入れようと

          いう検討経過でございますので、ご理解いただければと思います。 

 

黒川会長       よろしゅうございますでしょうか。 

 

笹田委員       はい。 

 

黒川会長       既に事前にご意見をいただいている委員の中で、今日改めてご質問、

ご意見ございましたら、ご発言いただければと思います。 

 

髙木委員       先ほど長澤委員さんがおっしゃいました「水と緑」これが大垣市の

大きなテーゼでございます。ご回答もありましたが、緑の部分につき

まして、市街地における緑の面積が以前と現在がどのくらい面積が広
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がっているのかを知りたいのと、実際に長澤さんがおっしゃいました

ように、もっと市街地の緑が増えたほうが良いような気がします。私

の認識不足かもしれませんが。 

 

黒川会長       「水と緑」のデータ的なことでしょうか。 

 

髙木委員       特に緑ですね。市街地における緑が占める面積、公園緑地であると

か、街路樹であるとか緑全体ですね。 

 

黒川会長       その点は今、回答可能でしょうか。 

 

事務局        緑の基本計画等のデータを持ち合わせておりませんので、もしお許

（都市計画課長）  しいただければ、後ほどまたお示しさせていただくということで、よ

          ろしいでしょうか。 

 

髙木委員       そこまではよろしいです。 

 

黒川委員       第２点目に関しましては、長澤委員さんのご意見と軌を一にするの

ではないかと思います。 

 

長澤委員       緑は入れれば良いというものではない。景観ということからいくと、

中心市街地の中にどのような緑を入れて、どのような形をしているか

ということが重要だと思う。だからそこら辺りも含めて、緑のまちづ

くりと併せて景観づくりに生かしていかなければいけない。そのあた

りも十分配慮していただきたい。 

 

黒川会長       ありがとうございました。他にいかがでございましょうか。 

 

（発言なし） 

 

黒川会長        そういたしましたら、ただいま事前にいただいたご意見以外にこ

の場でご意見いただきましたけれども、これらのご意見に対しまし

て【A】【B】【C】という区分ですが、これは直には可能でございま

すか。 
 

事務局        私のほうで今お聞きした中で、大変恐縮でございますが、長澤委員

（都市計画課長）     からご指摘いただきました緑についての考え方等は十分尊重して施

          策の中で考慮するということ。それから、岩井委員がおっしゃられた

          都市の可変性に応じた施策の弾力的な推進をということ。田仲委員か

          らご指摘いただきました安全・安心のまちづくり施策を景観の中でど
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           のようしていくかという点についても十分留意するということ。こ

           の大きな３点については、答申書の付記事項として、考え方の基本

           でございますので、文書の訂正ではなく、考え方を付記させていた

           だくという方向で、【B】というものをつくらさせていただく。残

           りについては、先ほどご了解いただきました、答申で原文修正する

           もの及び議論として残していくものに分けさせていただいており

           ますので、概ねそのような方向で今の段階で考えておりますが、よ

           ろしゅうございますでしょうか。 

 

黒川会長        いかがでございましょう。付記させていただく３点につきまして

は、ご了解いただけますでしょうか。 

 

（「異議なし」との声あり） 

 

黒川会長        ありがとうございました。それでは、本日皆様から事前のご意見

も含めまして、ご意見を様々頂戴いたしましてありがとうございま

した。そして、それに基づきまして【A】【B】【C】という意見

区分に整理させていただきましたけれども、その内容に応じまして、

これらを市長さんに答申または答申に付記いたしたいと存じます。

答申の具体的な文章につきましては、ここで一語一語決めていくと

いうわけにはまいらないと思いますので、それにつきましては、僭

越ながら私に一任させていただいてよろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」との声あり） 

 

黒川会長        ありがとうございました。それでは、後日、事務局を通じまして、

市長さんに答申いたしたいと存じます。また、答申書につきまして

は、後日、委員の皆様にご報告させていただきたいと思います。 

            本日は慎重なご審議をいただき、また、貴重なご意見を賜りまし

て、誠にありがとうございます 

            これをもちまして本日の都市計画審議会を閉会と致したいと存

じます。本日はどうもありがとうございました。 

 

 

 

（閉会時刻 午前１１時１０分） 
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